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農業者のパートナーとして、農
業者に真正面から真摯に向

き合い、切磋琢磨しています。
　作るだけでよかった時代は過ぎ
去り、経営を磨く段階として売り上
げの確保・コストの適正化・資産
の適正化・資金調達の適正化によ
る「適正利益の確保」が求められて
います。
　農業環境の変化に対応できず、
経営不振となるケースが発生して
います。
　米の消費量が年々減少するなか
で、過剰作付けにより米価が大きく
下落した2007年。米を中心とした大
規模優良経営体の資金繰りが大き
く悪化し、厳しい状況となりました。
それ以降も、地域のリーダーであ
り、米と園芸の複合経営をおこなう
大規模優良経営体でも資金ショー

トが発生する状況が出てきました。
　その原因を、農業所得決算書に
よる経営分析や生産・販売データ
を活用して見える化、農家と膝を
突き合わせ、さまざまな提案を繰り
返すなど支援。10年掛かりました

さらに、中山間地域における集
落人口の減少や高齢化によ

り農業だけでなく集落機能も低下
していることから、今後の集落の維
持にむけた取り組みも進めていま
す。農道・用水路の整備なども担い

が、経営再建を果たしてくれた農
家もいます。
　また、私はJA職員ということも
あり、金融・共済、営農、農機など総
合事業のなかで各部署と連携し、
支援チームを構成して農家の経営
再建支援活動や、さらなる経営発
展をめざす農業者や農業法人には
所得の最大化を目標とした提案も
しています。
　こうした支援が、農業者の求め
る所得向上と信頼関係の強化とい
う二つの満足度の向上に結びつく
と思っています。

手農家だけでなく、集落にいる農
業者全体で取り組まなければ農地
の維持は難しいからです。地域の
伝統行事などの継承も難しくなる
ため、農業だけでなく集落全体の
維持・発展に向け、引き続き支援を
していきたいと思っています。
　米の消費減少、新型コロナ、高齢
化・後継者不足、人口減少など、農
業・農村をめぐる状況はますます
厳しくなると思います。
　引き続き、農家や集落の良きパ
ートナーとし、迅速、適切、本気の対
応の活動を続けていきます。
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